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新年ご挨拶 

     会長 川道克昌 

 

新年あけましておめでとうございます。 

 

会員の皆様はお元気に新年を迎えられたことと存じます。 

 

地球上では激しい戦争が勃発し、自然界への影響が懸念されます。急激な地球温暖化によ

る、ここ数十年の気候変動は生物にも変化をもたらし、人間の生活や自然の生態系にさま

ざまな影響を与えています。近畿でも琵琶湖の水位が 70cm も低下しているそうで、植生

や餌にも変化が起きます。周りに住んでいる鳥たちも環境変化に順応していかねばなりま

せん。迷惑していることでしょう。 

世界の人々の間では様々な取り組みが行われていますが、今、私達に出来ることは何で

しょうか？将来に向け変化に対応できる対策を考えていかねばならないと思います。水問

題、食糧問題なども大変なことですね。私達、野鳥の会で出来ることはあるのでしょうか。

エネルギー関連では CO２の排出量を避けて公共交通機関を利用したり、Car-sharing も方

策の１つです。太陽光発電の利用を取り入れていく。私達で少しでも実践できることはな

いか考えていきましょう。 
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事務局便り 

タカの渡り、塩尾寺での観察2023 

　例年の如く9/14から10/4までの3週間、表記観察を実施しました。過去21年間、ほぼ同じ時期に
同じ場所で定点観察を続行しているのは貴重な経緯で結果は重要かつ貴重なデータになってい
ます。 
　今年の日々の結果と過去のデータ比較は当会ホームページのタカの渡りのページに全掲載さ
れています。 
　　　　　http://yachou-takarazuka.life.coocan.jp/TAKAWATARI/takanowatari.html 
これらのデータはタカの渡り全国ネットワーク（HMNJ）ともリンクされています。 

　観察に参加の延べ人数は118名、参加した会員は19名、非会員は13名でした。当会の定例探
鳥会としても2度組み入れられました。参加された方々の努力に感謝します。 

ピークとなった日は9/25、400を超える羽数が観察され、60-70羽のタカ柱も見ることができました。
しかし、全体を俯瞰すると観察数はかなり減って、最小値の昨年についで今年も極端に少なくなり
ました。渡りの時期がずれたのか、コースが変化したのか、はたまたタカの絶対数が減ったのか、
理由はさまざま考えられますが、この傾向は全国的な傾向と付合します。気候変動の影響下で生
じている現象ではないかと強く危惧されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　山尾） 

今年度の総会と秋の懇親会が開催されました 

10月29日に今年度の総会が開催され、そのあと恒例の秋季懇親会が開かれました。 
総会では26名の参加の下、 
　　1）一年間の活動報告 
　　2）会則の変更 
　　3）役員人事 
　　4）次年度の活動方針 
が議論されて承認されました。 

　会則変更は会員死亡に際しての弔慰金を廃止すことが決まりました。 

　役員人事では、会長を片山忠さんに代わって川道克昌さんにお願いすることとし、退任する役
員に代わって新任2名を加え10名の役員と役割分担が下記のように決まりました。 
　　会長　川道克昌 
　　幹事　石田俊二、倉本春美、武田玲子、小島道子、渡邊由紀夫、原田昭子、重村純子、 
　　　　　　戒能竹子（順序不同） 
　　会計　山尾文明 
　　会計監査　西出英樹 

　次年度の活動方針で特筆すべきことは、月3回行っていた探鳥会を同2回にする（第２、第4日
曜）、「せきれい」の発行を季刊（年4回）を年2回（1月と8月）にすることの2点で、承認されました。 

　懇親会では和田功会員の北海道での鳥写真の映写の後、昼食をとりながら会員相互の親睦が
図られました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　山尾）
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活動報告（2013年10月～12月）

日付 曜日 活動内容 場所 備考
9/14～10/4 　　　　　　　　　　　

タカの渡り観察
　　　　　　　　　　　
塩尾寺休憩広場

延べ参加者数　118名　　　　　　　　　　　　
参加会員数　　 19名　　　　　　　　　　　
参加非会員　　 13名

10/5 木 第358回役員会 南口会館
10/8 日 定例探鳥会 道場・塩田八幡宮 参加者10名（非会員1名）、確認種31種
10/17 火 定例探鳥会 大阪城公園 参加者9名、確認種23種
10/22 日 定例探鳥会 武田尾周辺 参加者16名（非会員1名）、確認種26種
10/29 日 第34回定期総会　　　　　

第6回秋季懇親会　　　　　
レディース会議

　　　　　　　　　　　
南口会館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総会・懇親会参加者26名

11/2 木 第359回役員会 南口会館
11/12 日 定例探鳥会 きずきの森 参加者14名（非会員2名）、確認種16種
11/26 日 定例探鳥会 武庫川 宝来橋～市役所 参加者16名（非会員1名）、確認種37種
12/7 木 第360回役員会 南口会館
12/10 日 定例探鳥会 服部緑地公園 参加者12名、確認種35種
12/24 日 定例探鳥会 新三田～有馬富士公園 参加者15名、出現種34種

行事予定（2024年1月～2024年7月）
日付 曜日 活動内容 場所 備考
1/11 木 ガン・カモ調査 武庫川流域
1/11 木 第361役員会・「せきれい」発行 南口会館
1/14 日 定例探鳥会 昆陽池公園
1/28 日 定例探鳥会 武田尾周辺
2/1 木 第362役員会 南口会館
2/11 日 定例探鳥会 道場　千刈ダムコース
2/25 日 定例探鳥会 新三田～有馬富士公園
3/7 木 第363役員会 南口会館
3/10 日 定例探鳥会 夙川
3/24 日 定例探鳥会 三田～新三田
4/4 木 第364役員会・レディース会議 南口会館
4/7 日 春季懇親会 南口会館
4/14 日 定例探鳥会 甲山森林公園
4/28 日 定例探鳥会 大阪城公園
5/2 木 第365役員会 南口会館
5/12 日 定例探鳥会 道場　塩田八幡宮コース
5/26 日 定例探鳥会 妙見山初谷渓谷
6/6 木 第366役員会 南口会館
6/9 日 定例探鳥会 武田尾周辺
6/23 日 定例探鳥会 三田～新三田
7/4 木 第367役員会 南口会館

7/11～7/16 木～火 第34回作品展 宝塚市立国際・文化センター　

詳細検討中 遠征探鳥会

会員異動　2023年10月 - 12月
会員番号 氏名 日付 会員番号 氏名 日付 会員番号 氏名 日付

新入会員

退会会員 96 谷本幸子 9/30 267 渡部　徹 9/30 273 池田靖子 9/30
357 井口信夫 9/30 364 朝倉一彦 9/30 367 福井　栄 9/30
356 浜崎典子 10/5 256 持田倫子 11/5 361 近成　修 11/15
375 古田正雄 11/30 348-B 重村　望 11/30 347 岩橋　徹 12/10
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定例探鳥会で確認した野鳥リスト　     2023年 10月～2023年12月

回����数 1016 1017 1018 1019 1020 1021 1022

月����日 10/8 10/17 10/22 11/12 11/26 12/10 12/24

�����������������������������
探�鳥�地

道場〜塩
田神社

大阪城公
園

武田尾周
辺

きずきの
森

武庫川宝
来橋から
市役所

服部緑地
公園

新三田〜
福島大
池・有馬
富士公園

参加者数 10 9 16 12 16 12 15

科�目 種��名 確 認 種 確 認 種 確 認 種

キジ コジュケイ ✔ ✔ �s

カモ ヒシクイ

オカヨシガモ ✔ ✔

ヨシガモ ✔

ヒドリガモ ✔ ✔ ✔ ✔

マガモ ✔ ✔ ✔ ✔

カルガモ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ハシビロガモ ✔ ✔

オナガガモ ✔ ✔

トモエガモ ✔♂3♀

コガモ ✔ ✔ ✔ ✔

ホシハジロ ✔ ✔

キンクロハジロ ✔♀ ✔

ミコアイサ ✔♀

カイツブリ カイツブリ ✔ ✔ ✔ ✔

カンムリカイツブリ ✔ 3

ハト キジバト ✔ ✔ ✔

ウ カワウ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

サギ ゴイサギ ✔

アオサギ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ダイサギ ✔ ✔ ✔

コサギ ✔ ✔ ✔ 44+ ✔

クイナ ヒクイナ ✔

バン ✔

オオバン ✔ ✔

チドリ ケリ ✔

イカルチドリ ✔ ✔ ✔

シギ クサシギ ✔

イソシギ ✔ ✔ ✔ ✔

カモメ ユリカモメ ✔

セグロカモメ ✔

山尾　文明
13



ミサゴ ミサゴ ✔ ✔ F ✔

タカ トビ ✔ ✔ ✔

ハイタカ ✔ ✔ F

オオタカ ✔

ノスリ ✔

カワセミ カワセミ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

キツツキ コゲラ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

アオゲラ ✔ ✔

モズ モズ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

カラス カケス ✔ ✔

ハシボソガラス ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ハシブトガラス ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ C・V ✔ ✔

シジュウカラ シジュウカラ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ヤマガラ ✔ ✔ ✔

ツバメ コシアカツバメ ✔

ヒヨドリ ヒヨドリ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ウグイス ウグイス ✔ ✔ ✔ c ✔ C・V ✔ C ✔

エナガ エナガ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ムシクイ センダイムシクイ ✔

メジロ メジロ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ムクドリ ムクドリ ✔ ✔ ✔ ✔

ヒタキ ツグミ ✔ c ✔ 5 ✔ ✔

ジョウビタキ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ノビタキ ✔

イソヒヨドリ ✔ ✔♀

コサメビタキ ✔

キビタキ ✔

スズメ スズメ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ニュウナイスズメ ✔

セキレイ キセキレイ ✔ ✔ F

ハクセキレイ ✔ ✔ ✔ ✔

セグロセキレイ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

アトリ カワラヒワ ✔ ✔ ✔

べニマシコ ✔

ホオジロ ホオジロ ✔ ✔

カシラダカ ✔

アオジ ✔

外来種 ソウシチョウ ✔ ✔ c

合���計 31 23 26 16 37 35 34
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今後の「せきれい」の発行体制と原稿募集について 

 
季刊（年４回）から年 2回（1月、8 月）の発刊になります。 

 

表紙に毎号違ったセキレイの写真を載せる計画です。セグロセキレイ、ハクセキレイ、キ

セキレイなど、あなたが撮った写真で会報表紙を飾ってみませんか？ぜひ編集者までお送

り下さい。 

 

これまで通り、研究、調査報告文、各地の探鳥記録、鳥にかかわるエッセイや主張、気に

入ったイラストなど多様な原稿を募集しています。フォトコーナーでの鳥写真の掲載も呼

びかけます。奮って応募してください、送付は編集者まで。 
 
原稿等送付先はメール添付（fyamao@me.com）か、郵送の場合は下記事務局住所まで。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 せきれい 2024 年新年号 通刊 127 号 
発行日  2024 年 1 月 7 日  
発行所  宝塚野鳥の会事務局 〒665-0022 宝塚市野上 4丁目 18-4 
編 集  せきれい編集委員会 

URL http://yachou-takarazuka.life.coocan.jp/   
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編集後記 

この会報が皆さんの手元に届くのは穏やかな年明けのころだろうと思いますが、新会

長の年頭所感にもあるように現下は大変な時代。当会を取り巻く環境も厳しいものがあ

ります。この会報も次号より季刊から年 2 回の発行体制に移行します。その分少しは量

的に増やし質的にもあげていこうかと考えています。そのための企画を考えながら編集

作業に勤しんでいますが、会員諸氏にあってもアイデアや寄稿、写真データなどをお寄

せいただきたく、ご理解とご協力をお願いしたい。目下の多忙な歳末に思うこと多し。 

 


